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国際ロータリー会長 レイ・クリンギンスミス 「地域を育み、大陸をつなぐ」

第2700地区ガバナー 原田光久 「われもひとも」

行橋ロータリー会長 若山直樹 「原点を大切に！明るく楽しくロータリー」

副会長 末松孝一

幹事 宮西正晴

ＳＡＡ 大山紀子

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１ 真実かどうか
２ みんなに公平か
３ 好意と友情を深めるか
４ みんなのためになるかどうか

Web週報＆号外

http://www.k2factory.com/YRC.html

会報・広報委員会 委員長・福島小太郎 委員・田中正人
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第２３３１回例会 プログラム

会員卓話

今後のスケジュール

5月 3日（火） 休会（祝日のため）

10日（火） 通常例会/外部卓話 12:30～13:30 京都ホテル

12日（木） 第1グループ会長幹事会（次年度合同） 18:30～ マルティーニ（豊前）

14日（土） 地区協議会 13:00～17:45 アクロス福岡

15日（日） 近隣4クラブ囲碁大会 10:00～ 紀文（豊前西）

17日（火） 通常例会/地区協議会報告① 12:30～13:30 京都ホテル

24日（火） 通常例会/地区協議会報告② 12:30～13:30 京都ホテル

28日（土） 沓尾松山公園清掃例会 9:30集合 10:00～15:00清掃予定

４月１６日（土） 17:00～

「暁の夢」花壇整備



第２３３０回例会記録 ～２０１１年４月１９日

プログラム 会報雑誌アワー

ロータリーソング 奉仕の理想

ソングリーダー 坂辺明男会員

被災地活動報告（渡邊克紀）

まずは３月１１日に起こりました「東北地方太平洋沖地震」に被災された皆様に、心からお見舞い

申し上げます。

平成２３年４月１５日より１８日まで、私ども「クリーニングせいや」と北九州を中心に宅配ピザのチ

ェーン店を展開する「株式会社ビッグベアーズフーヅサービス」、行橋市でコスモス保育園を運営

する「社会福祉法人和泉会 コスモス保育園」の３法人で立ち上げたボランティア団体「ハッピーベ

アーズクラブ」の活動で、宮城県多賀城市、同塩竈市、同名取市、同亘理町にて、未就学の子供

たちへの義援物資の提供と、ビックベアーズさんの美味しい焼きたてのピザ２，５００枚（５，０００食）を炊き出ししま

した。また趣旨に賛同してくれた青井理事長率いる社団法人美夜古青年会議所のメンバーたちが焼きそば１，０００

食を共に提供してくれました。

現地は、津波のなかった都市部では、まだ一部商品が入ってこないなどの物流上の問題は残っておりますが、商店

もほぼ営業しており、都市機能を取り戻しておりました。しかし津波の被害が大きかった農村部や住宅地では、瓦礫

の撤去がまだほとんど手つかず状態で、これをボランティアに頼っているため、全くの人手不足で、復旧のめどすら

立っていないようでした。「ふるさと」に帰れるのは今しばらく時間が必要なようです。また、住宅地の復旧が進んで

ないため、住宅と財産を失った避難所にいる被災者は、ただひたすら仮設住宅が建設されるのを待っている状態で

すが、仮設住宅の供給スピードは避難者のストレスを和らげるにはあまりにも遅いように感じました。

避難者の多い避難所は、炊き出し側の負担が大きいため殆んど毎日毎食パンかおにぎりだけだそうで、焼きたての

ピザをとても喜んで下さいました。食べたあとも周りからはなれない子供達から「もっと食べたい！」という心の声が

聞こえて辛かったです。もしも自分になにかあって、残された食べ盛りの自分の子供が今日の子供の立場なら。そう

思うと胸がいっぱいになり、もっと仕事を頑張って、もっと人に希望を与えられるように成りたいと強く思いました。

しかし、そんな避難所の中でも、小さな子供を少し上のお兄ちゃんがキャッチーボールを教えたりと、優しく面倒を見

ている姿を見る事が出来、将来への希望を強く感じました。今後は物資やお金だけでなく、若い世代が「希望」を失

わない支援が継続的に必要であり、日本が海外に援助する場合も一緒だなと感じました。

私は、今後も機会を設け、大震災復興に微力ですが力を注いで参りたいと思いますので、ご支援ご鞭撻の程よろし

くお願い申し上げます。

最後に、衣替えの一番忙しい時期に、物資の洗濯など快く支援に協力し、送り出してくれた当社スタッフの皆さん、

そして心配をかけた母と子供たちにも心から感謝しています。

会長挨拶（若山直樹）

皆さんこんにちは。昨夜の雨で桜の花も散ったようです。明日4月20日は24節季の穀雨だそうで

す。春雨が降って百穀を潤すということのようです。いよいよ季節は夏へ向かう準備を始めました。

さて、4月は国際ロータリーの雑誌月間です。後ほどプログラムの中で福島会報広報委員長より

お話しがあろうかと思いますが、正確な情報を迅速にタイムリーに皆様に伝えるということの重要性

を言っているのだと思います。この大震災の中で広報の大事さが問われています。特に原発問題に

ついては政府広報が何か隠しているのではないか、正確なのだろうか、と揣摩臆測をよんでいるようです。このこと

は人々を不安にし、ひいては風評被害へとつながり、経済活動を大きく阻害します。人は正しい情報をなくしては次

への行動がとれません。私たちも入ってくる情報を正確に把握し、また自らの情報を迅速に発信するという能力を

常に養っていかなければならないのだと思います。



委員会報告

インターアクト委員会（岩室克典）

・明日16:10～行橋高校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ例会です。新任の安藤先生も迎えて新体制での最初の例会です。

若山会長、福島さん、岩室が参加予定です。皆さんも是非ご参加下さい。

男声合唱団（岩室克典）

・練習を再開しました。6月5日のハーモニーフェスタ2011をめざして練習

をして行きます。先週は初めて四部合唱の練習をしました。

部員の募集もしております。小坪さんは前からの約束ですので宜しく。

末松団長がネクタイを持ってきてくれました！→

出席報告（門田一郎）

・会員数４６、欠席者２０（届けあり15、無し5）出席者２６、メークアップ４、出席率６６．６７％

ちょっと空席がめだちます。

色々お忙しいと思いますが、昼食を無駄にしないよう欠席の方は早めの御連絡をお願いします。

幹事報告（宮西正晴）

・米山記念奨学会よりハイライトよねやま133号

・今年度および次年度合同会長幹事会の案内 5/12（木）18:30～ 豊前マルティーニ

・豊前ＲＣよりＩＭ・６クラブ合同例会の記念ＤＶＤ

・豊前ＲＣ、行橋みやこＲＣより週報

・例会変更 4/21（木）18:00～ 豊前ＲＣ、豊前西ＲＣ合同「つつじ鑑賞会」前川公民館

5/ 4（水）休会 行橋みやこＲＣ、田川ＲＣ

5/ 5（木）休会 苅田ＲＣ、豊前ＲＣ

本日のプログラム／会報雑誌アワー（福島小太郎）

ＲＩ理事会は4月を雑誌月刊に指定しています。ロータリーの出版物がロータリー活動に果たしている

役割と私たちが出版物の中で果たすべき役割について考える月間です。

「友」4月号に「ザ・ロータリアン」と「ロータリーの友」はじめ３０の地域雑誌の表紙が掲載されていま

す。これらを総称してロータリーワールドマガジンプレスと言い、ＲＩ本部からのニュースや他のクラブ

や地区での活動など様々な事を知らせてくれます。（昨年は31の地方雑誌だったのですが、どこがな

くなったのか昨年の4月号と比べて探してみましょう。）

英語のＲＩ公式雑誌である「ザ･ロータリアン」はエバンストンのＲＩ本部で編集され現在約50万部が発行されていま

す。（世界一ではないかと思って調べたところＪＡの機関紙に69万部というのがありました(＠_＠;)

ワールドマガジンプレスの歴史について少しお話します。

・1911年（明治44年）ロータリーがクラブの会員たちへの情報提供のために「ザ・ナショナル･ロータリアン」を発行し

ました。12ページからなる会報にはクラブニュースや論説が掲載され、ポールハリスは「合理的ロータリアニズム」

というエッセーのなかで「ザ・ナショナルロータリアンの目的は世界中のロータリアン達のアイデアを交換するため

の手段を提供するためのものであり、幹部たちに意見表明の場を与えるものではない。そのページが力強いロー

タリアン達のアイデアで溢れる日が来ることを期待している」と述べています。

・1915年にはイギリス･アイルランドの会員のために初の地域雑誌が誕生、1928年にはオーストラリアで地域雑誌の

制度を作るのに尽力しＲＩから最初に承認されることとなった「ロータリー･ダウンアンダー」の前身が出版されてい

ます。（ダウンアンダーといえば、Men at work の曲は全米ヒットチャート1位になりました。オージーの心意気を感

じさせる題名ですね）



近隣クラブ例会日 事務局 行橋市中央1丁目9-50 行橋商工会議所別館2F

行橋みやこRC(水)京都ホテル tel.0930-22-4163 fax.0930-22-7510

田川RC (水)ザ・ブリティッシュヒルズ URL http://rotary.yukuhashi.org

苅田RC (木)スカイホテル苅田 e-mail rotary@yukuhashi.org

豊前RC (木)築上館 例会日 毎週火曜日12:30～13:30

豊前西RC (金)築上町中央公民館 例会場 京都ホテル(行橋市宮市町9-18 tel.0930-23-1800)

・日本では東西２地区に分割直前の1952年の地区大会で決定し1953年（昭和28年）に「ロータリーの友」が誕生しま

した。（吉田首相が予算委員会でばかやろう！と一喝し、街中では真知子巻きが流行っていたころです）

・1975年（昭和50年）からずっと\200円で値上げをせずにきています。（ベトナム戦争が終わり、大卒初任給は約9万

円、ハイライトが120円の時代ですから当時としては高価な雑誌ですね）

今月号は記念すべき700号であり、創刊当時3300部だった発行部数は地域雑誌の中で最大の約10万部です。（最

高記録は1997年の142.000部でした）ロータリーの友の歴史については「手引き書」に詳しく書かれておりロータリー

ジャパンのＨＰからダウンロードできます。

地域雑誌にはザ･ロータリアンから指定された記事を翻訳して掲載する義務があります。目次にＲＩマークのついて

いる「ＲＩ指定記事」には全世界のロータリアンで共有する必要のある記事が掲載されています。

4月号はＲＩ会長メッセージとP33には「管理委員長の思い」という記事があります。「電子媒体の発展に印刷媒体は

脅かされているが、本や雑誌を手にとって読むということには特別な思いがありロータリーの雑誌が消え去ることの

ないように」と書かれています。私も全く同感です。

ニコニコ発表（畑 春嘉）

・渡邊さん震災支援大変お疲れさまでした。感動いたしました。ありがとうございました。

福島委員長ロータリー雑誌についての丁寧なお話し大変勉強になりました。有難うございました。 （若山会長）

・克紀君宮城県でのボランティア活動本当にお疲れ様でした。福島さん会報雑誌のお話し有難うございました。（末松副会長）

・渡邊さん被災地の状況を話して頂きありがとうございます。

福島さん会報雑誌アワー有難うございます。ロータリーの友のことよく調べて話して頂きよくわかりました。 （宮西幹事）

・親和会でシニア優勝しました。また渡邊さん本当にお疲れさまでした。 （青井会員）

・渡邊さん支援活動ご苦労様でした。又、震災地の報告を聞き経済的な支援を微力ながら続けていきます。

福島さんわかりやすい会報雑誌の情報提供ありがとうございます。 （岩室会員）

・渡邊さんボランティアご苦労様でした。 （尾形会員）

・福島さん毎週大変ですね。今後も充実した会報誌をお願いします。

渡邊さん大変お疲れさまでした。また詳しい話を聞かせてください。 （岡本会員）

・渡邊さん被災地での活動ご苦労様でした。お話しを聞いて胸が熱くなりました。

この災害に対する思いや考えを改めて捉え直せるきっかけになりました。ありがとうございました。

福島さん"ロータリーの友"の解説有難うございました。毎月しっかり読めるよう努力します。 （門田会員）

・先日の親和会で馬に当たりました。ウマく当たりました。 （小坪会員）
．．．

・渡邊さん東北での支援活動の報告ありがとうございます。続きの話し聞かせて下さいね。

福島さん会報雑誌の卓話、興味深く聞かせていただきました。ありがとうございます。 （志村会員）

・渡邊さん本当にご苦労様でした。お話しを聞いていて自分のことのように目頭がウルウルしてしまいました。 （田中会員）

・渡邊さん活動報告ありがとうございました。子どもの事を考えると本当に胸が痛くなります。

私も自分にできる事を考えて実行していきます。 （福島会員）

・渡邊さん大変ご苦労さまでした。福島さん卓話ありがとうございます。 （宮田会員）

・渡邊さん被災地区支援お疲れさまでした。

福島さん会報雑誌アワーの内容がよくわかりました。ありがとうございました。 （山中会員）

・本日はお時間を頂きありがとうございました。 （渡邊会員）

本日計 16,000円、累計 532,000円 ありがとうございました。

本日のランチ


